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近年我が国において、食生活の欧米化や高齢化社会の進展に伴い、心血管疾患患者数は年々増加して

いる。また、心不全は心筋梗塞や心筋症などのあらゆる心血管疾患の終末像であり、既存の治療法を用

いてもその予後は極めて不良なため、新たな治療法の開発が急務である。心血管疾患では、心筋細胞の

肥大や機能不全、間質の線維化、炎症反応など様々な病理学的変化が観察される。これらの変化が心血

管疾患への進行に密接に関わることは知られているが、詳細な制御メカニズムや協調的な役割について

など未だ不明な点は多い。そのため、心血管疾患への進行過程における様々な病理学的変化を分子レベ

ルで解明することは、新規治療ターゲットの創出につながると考えられる。 

本シンポジウムでは、循環器研究に取り組む大学院生らが、炎症反応や心筋細胞肥大などの心不全病

態の形成に関わる機構や血液循環障害の発症機序について、未知の分子メカニズムの解明を目指した最

新の知見を紹介する。さらに、それら研究成果を基に心血管疾患の本態を追究し、心血管疾患治療への

応用の可能性についても議論する。また、６年制への移行に伴い次世代の循環器研究を担う研究者が増

加している薬学部において、この分野の研究・教育を発展させる面からも、本シンポジウム開催の意義

を見出している。 


